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九
山
ハ
ニ
加
干
山
ハ
月
二
一
二
日
　
　
印
刷

九
六
二
年
七
月
一
日
　
発
行

史　学　研　究　会

　　京都大学文学部内

京
都
市
左
京
匠
吉
田
本
町

．
京
郡
大
學
文
學
部

國
麺
蟹
琴
國
文
學
研
宛
室
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会
　
　
告

一
、
日
本
学
術
会
議
第
六
期
会
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
来
サ
④
十
一
日
〃
隔
匹
、
　
日
本
学
術
甲
A
ム
議
第
山
回
…
期
ム
ム
員
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
二
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦

い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
区
　
（
第
一
部
〕

　
　
　
　
木
会
理
事
・
第
五
期
会
員

　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇
　
氏

　
近
畿
地
方
区
　
　
（
第
↓
部
」

　
　
　
　
本
会
理
事
・
第
五
期
会
員

　
　
　
　
　
　
貝
塚
　
茂
樹
　
氏

騨
、
史
学
研
究
会
大
会
予
告

次
り
日
程
で
、
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
説

酋
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
十
一
月
閑
日
（
木
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
見
学
会
　
宮
町
め
ぐ
り

　
　
　
　
大
津
京
肚
・
紫
香
楽
宮
堆
（
信
楽
焼
見
学
）
・
恭
仁
京
堆

　
　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
　
　
鯨
都
大
騨
　
柴
　
　
田
　
　
　
実
氏

　
　
　
　
参
加
岬
A
瓜
費
　
　
山
ハ
○
○
田
口
（
予
定
・
鳳
ゲ
食
費
を
含
へ
。
｝
）

宮
蛙
の
傑
∴
仔
問
題
が
ク
ロ
！
ズ
ア
ヅ
ブ
さ
れ
て
お
り
ま
す
折
柄
、
各
賞
口
蛙
に

@　…

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
業
す
。
ご
希
望
の
方
は
十
月
廿
五
日

迄
に
お
申
込
下
さ
い
。
陰
口
お
巾
込
ぽ
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
十
一
月
二
日
（
金
、
午
後
一
時
よ
り
　
　
　
於
京
大
楽
友
会
館

　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
東
北
の
古
代
文
化
　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
川
）

、
　
　
　
　
　
鞭
北
都
伊
藤
信
男
氏

演講
　
　
古
代
西
ア
、
ン
ア
史
研
究
の
現
状

畑
　
一
・
…
プ
ヤ
ン
「
古
代
メ
藁
タ
ー
ア
の

r
　
　
　
　
　
　
　
政
治
的
発
展
」
を
読
ん
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
上
穴
灘
　
中
原
与
茂
九
郎
氏

◇
十
一
月
三
日
（
祝
4
午
前
九
時
よ
り

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
　
各
大
会

（
備
…
考
㌔
　
各
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
中
旬
、
次
肖
η
（
四
五
巻

　
　
五
号
）
と
と
も
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
へ
A
出
席
の
た
め
出

　
　
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
～
（
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

会
員
　
各
　
位

史
学
　
研
究
　
会

M’■嗣b口■昌●鱒L■



専用漁業梅漁場における共間湘益の諸形態（河野）

る
機
能
を
果
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。
だ
が
果
し

て
専
用
漁
業
権
は
地
元
漁
村
の
漁
民
の
利
益
を
十
分
に
守
り
え
た
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
機
会
を

も
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
付
記
、
本
研
究
は
昭
和
ヨ
穴
年
度
の
交
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

④
　
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
、
漁
村
の
生
活
。

vx．
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執
籔
者
紹
介

池
内
義
資
中
挺
法
制
史
研
究
藩

石
　
　
躍
　
　
胤
　
　
央
　
　
徳
島
大
学
助
手

報
　
　
部
　
　
春
　
　
彦
　
　
京
都
大
学
研
修
員

河
　
　
野
　
　
通
　
　
博
　
　
岡
由
大
学
教
授

仲
　
　
村

研
　
　
岡
志
歓
大
学
大
学
院
学
生

海
野
、
一
隆
大
阪
学
芸
大
学
助
教
授

く

　　　　　av　　　nv　nv
tvvvs〆（
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学
界
消
息

　
　
史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
六
月
例
会

　
六
月
二
二
　
（
膚
補
胤
岸
）
午
後
　
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
陳
列
館
第
二
教
室

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
岡
　
　
武
並

　
ト
レ
コ
。
ア
フ
ガ
ー
ン
・
モ
ゴ
ー
ル
便
服
王
朝

　
　
ノ

　
山
蔓
の
イ
ン
ド
・
パ
皆
ス
タ
ン
の
史
蹟

　
　
ー
ー
t
ス
ラ
イ
ド
使
照
t
　
　
恵
谷
　
俊
之
氏

七
月
例
会

　
七
月
七
濤
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
於
楽
友
会
館

　
天
理
市
東
大
寺
由
古
墳
の
調
査

　
　
！
ス
ラ
イ
ド
使
獺
…
…
一
　
　
金
関
　
　
恕
氏

　
　
　
飼
史
学
関
係

読
実
会
春
季
見
学
旅
行
・
鍬
迎
会

　
読
史
会
恒
例
の
森
”
季
見
学
旅
行
は
、
新
入
生
の
歓

　
迎
会
を
兼
ね
、
五
月
十
七
簾
行
な
わ
れ
た
。
華
華

　
は
折
あ
し
く
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
弱
目
神
経
一
西

　
芳
専
；
大
原
野
神
鮭
一
勝
持
瀞
を
巡
圓
、
勝
持
寺

　
に
て
新
入
生
（
五
名
）
の
歓
迎
会
を
尊
き
、
歳
後

　
に
東
鋏
京
都
撮
影
所
を
見
学
し
て
散
会
し
た
。

　
　
東
洋
吏
関
係

新
憲
衆
生
歓
迎
会
　
四
月
二
七
田
（
金
）

　
新
葉
圃
礁
八
名
を
迎
え
、
嵯
蛾
溝
涼
寺
に
て
雛
催

巾
鞭
史
研
究
会

内
匹
月
八
麟
（
露
）

　
清
談
に
つ
い
て

　
唐
五
代
の
暴
行
制
度

　
五
月
こ
七
霞
（
日
）

万
〕械

冨
万
遍

神
戸
騒

長
　
　
免
子

藤
善
　
真
澄

神
戸
屋

　
『
策
洋
史
研
究
』
二
〇
巻
四
号
一
六
朝
史
の
諸
問

　
題
特
集
号
一
含
詐
会

　
　
　
西
洋
三
関
係

結
洋
史
読
講
会
例
会
　
　
於
　
京
大
藤
洋
史
研
究
室

　
五
月
十
九
口
（
土
）

　
西
洋
史
読
書
会
第
九
繊
春
季
大
会
の
回
顧

　
六
月
ふ
一
轟
ハ
臼
　
（
土
）

　
田
本
西
洋
史
学
会
務
十
一
ご
園
大
会
の
隣
顧

　
轟
ハ
月
二
十
ご
一
日
　
（
土
）

　
『
溝
洋
炎
学
』
第
五
十
三
輯
の
合
詐

　
山
ハ
月
鴛
一
十
田
　
（
土
）

　
十
…
、
二
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
所
領
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
米
田
，
治
泰

　
　
　
地
理
学
関
係

新
三
嗣
生
、
新
講
師
歓
迎
会

　
五
月
十
二
臼
（
翫
V
、
夕
刻
よ
り
河
原
町
薫
条
「
ア

　
サ
ヒ
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
に
於
て
、
七
名
の
新
三
画
生

　
及
び
今
年
度
繊
講
さ
れ
る
大
島
獲
二
氏
の
歓
迎
会

　
を
開
催
し
た
。
参
会
藩
五
十
一
名
。

人
文
地
理
学
会
　
第
四
七
会
例
会

　
六
月
一
ご
工
録
午
後
二
時
　
　
　
於
　
　
大
鎧
断
ず
㍑
ム
大
学

　
朝
鮮
の
邑
城
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
矢
守
　
一
彦

　
近
江
盈
地
の
河
川
に
つ
い
て
　
　
　
中
陣
　
正
母

　
北
部
タ
イ
の
脱
族
　
　
　
　
岩
田
慶
治

編
集
後
記

　
い
つ
ま
で
も
厳
し
い
残
暑
が
続
き
ま
す
が
、
如
何

お
過
し
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
牢
し
あ
げ
ま
す
。
本

年
第
匹
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
大
幅
に
お

く
れ
て
お
り
ま
す
が
、
逐
次
圖
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と

で
、
御
了
承
下
さ
い
。
五
号
は
盤
下
組
版
進
行
中
に

て
、
引
続
き
十
月
中
旬
ま
で
に
調
行
の
予
定
で
す
。

溺
報
会
告
に
て
御
覧
の
通
り
、
来
る
十
一
月
一
．

二
・
三
田
に
は
恒
例
の
通
り
大
会
を
畷
催
い
た
し
ま

す
。
多
数
御
来
会
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

本
誌
に
対
し
、
本
年
度
も
文
部
省
研
究
成
果
判
乱
費

補
助
金
（
定
期
潤
行
物
）
の
交
附
を
う
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
関
係
各
【
位
の
御
好
意
に
厚
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
原
　
翼
）

一勲

W
韓
儲
朋
一
竃
㎜
禦
禰
　
　
定
緬
二
薗
円

　
史
林
（
第
四
五
巻
嬉
二
号
）

　
　
　
　
京
郡
市
減
京
謀
吉
野
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
家
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
替
京
灘
五
一
五
三
二

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
鋲
御
所
ノ
内
策
晦
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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